
令和７年度 第１回加西市タウンミーティング　（主な意見・提案・回答等）

質問内容 回　答 担当部局

1 　新病院へ移転後、現病院の利用方針は決まっていますか。
　新病院移転後の現病院の利用計画は決まっておりません。今後、建物の活用含め
検討します。

病院事務局

2

　医師確保奨学金事業について、現在14名が奨学金制度を利用されてい
るとのことですが、新病院の医師の体制は18名程度との説明でした。新
病院の体制に、奨学生も含めて計画されているのか。また、加西病院で
は研修医として勤めるのか教えてください。
　また、奨学金の返済免除の条件はどのような条件でしょうか。

　加西病院での勤務は研修後になると考えています。また、関連する神大医局系列の
病院で勤務・研修されることにより、その病院からの医師派遣についても関連機関と検
討しているところです。
　奨学金の返済免除に係る条件は、貸与した期間と同期間の勤務期間に対して免除
するものとしています。なお、奨学金は現在14名に貸与していますが、実際に加西病
院で勤務をされる学生は一定数であると考えています。

政策部
病院事務局

3
　新病院はどのような病院を目指されていますか。住民としては急性期医
療に対応できる病院が必要と考えています。

　新病院では、現在の199床から136床にスケールダウンしますが、今の病院の機能は
原則維持する方針です。二次救急に対応できる病院を計画しています。

病院事務局

4
　病院含めた建設事業の地方債がここ数年で100億円程度増えるようで
すが、市の財政見通しに問題はないのでしょうか。また、早期健全化基準
は問題ないのでしょうか。

　現時点で、病院建設事業は140億円程度となる見込みですが、病院事業債は30年以
内での償還になりますので、単年負担が少なく、医療収入や交付税措置もあることか
ら財政見通しはついています。また、早期健全化基準については問題ありません。

総務部

5
　加西病院を利用していますが、診療科が少なくなってきています。新病
院は令和12年に開院しますが、このままでは診療科はもっと少なくなるの
ではないのでしょうか。

　診療科は維持しておりますし、新病院になっても維持します。今後も神戸大学と連携
し医師確保に努めてまいります。

病院事務局

6 　遠距離通学児童支援の対象となる基準距離を教えてください。
　集合場所から3ｋｍです。富田地区は福崎町と隣接する福居町2名が対象で、輸送手
段はタクシーを予定しています。

教育委員会

　＜加西病院関連＞

　＜学校・教育関連＞
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7

　遠距離通学児童支援は熱中症対策が目的とのことですが、2ｋｍの子ど
もでも熱中症になる可能性があることや、福居町は東西で1ｋｍほどあり、
町内で対象・対象外の子どもが混在するため、保護者からの意見が予想
されます。また、集団登校をしているため、町内で意見をまとめることに苦
労しそうです。

　全員を対象とすることは物理的・経費的に困難であることから、集合場所から3kmを
線引きとしています。なお、3km未満であっても、不都合が生じた時点で対応を検討し
ます。

教育委員会

8
　泉小学校まではバス利用になりますが町内は狭い道路もあります。バス
運行について安全確保はできているのでしょうか。

　通学バスについては開校準備委員会で具体的な経路を示しまして、各町にも意見を
伺いバス停を決めさせていただきます。安全を確保できるよう経路についても調整い
たします。

教育委員会

9
　スクールバスの試運行について、2ｋｍ以上の通学児童を対象に実施さ
れると聞いていましたが、泉統合小学校開校準備委員会では3㎞以上と
説明がありました。

　来年度から運行する統合小学校のスクールバスは集合場所から片道2ｋｍ以上の児
童を対象に実施することで変更はありません。今年度については、夏場の熱中症対策
として集合場所から3㎞以上の児童を対象にスクールバスを運行する予定にしていま
す。

教育委員会

10

　先日から校区内でイノシシが出没しており、他市で実施されているシニ
アクラブでの通学見守り隊の編成も考えています。遠距離通学児童につ
いては7月と9月に送迎いただけるとのことですが、それ以外の時期や児
童への対策について、改めて相談させてください。

　危険ですので、対策を検討します。
産業部

教育委員会

11
　加西市をアピールするために、教育においてはグローバル教育に特化
するなど、差別化を図ってはどうでしょうか。

　現在、模索しているところですが、国際交流の取り組みを進め、グローバル教育にお
いて他市と差別化を図っていきたいと考えています。

教育委員会

12
　現在の人口推移で少子化が進行するのであれば、現生徒数で統合中
学校を建築すると規模が大きいのではないでしょうか。また、将来的には
どのような中学校規模を見立てていますか。

　地域性を考慮して、小学校は現中学校区に１つずつ、中学校は市内に２つ残したい
と考えています。子どもの数を維持するため、住宅開発も含め様々な施策を講じます。

政策部
教育委員会

13
　わっしょいスクールについて、溝掃除や草引きなど、本来の趣旨とは違
う活動をされているのをどのように考えられていますか。

　子どもの見守り活動が本来の目的であり、溝掃除や草引きについて、学校側から要
請をしているのであれば、目的から逸脱しているものと考えます。しかしながら、善意で
実施いただいている可能性もありますので、学校へ確認いたします。

教育委員会

2



14
　総合運動公園など、大型事業を進めるにあたり財政収支は問題ないの
でしょうか。

　補助金等を活用し、財政収支見通しを立てながら事業実施していきます。また、事業
実施に向けて計画的に基金の積み立てを行っています。

総務部

15
　総合運動公園については、魅力的かつ集客力を有する施設にしてもら
いたいです。

　市民の声を聴きながら魅力ある施設にしていきたいと考えております。 地域部

16 　総合運動公園の整備に関して子どもたちの意見は聞いていますか。
　基本構想の作成に際して、市民アンケートを行っており、引き続き声を聴きながら魅
力ある施設にしていきたいと考えています。

地域部

17 　日吉小学校の跡地利用のスケジュールの説明をしてほしいです。
　各種団体の意見を集約したうえで、令和8年9月ごろには活用企業の誘致を決めてい
きたいと考えています。

政策部
建設部

18
　小学校跡地の住宅地には誰も来ないのではないでしょうか。運動場はイ
ベントで利用する方が大事だと思います。

　運動場については、今後、区長会、地域のスポーツ団体との協議の中で検討してい
きます。
　住宅が増えないと子どもが増えません。北部地域は規制の緩いところもあるので開
発が容易で住宅も建てやすいです。また、日吉地区は隣接の泉中学校の跡地も利用
できるので立地に恵まれているのではないかと思います。

政策部
建設部

19

　住宅ができ、人口が増えるのはいいことですが、単学級で子どもが6年
同じクラスになるのも問題ですので、もう一歩進んだ統合を考えているの
でしょうか。また、北条高校についても近隣地域の通学の手段、アクセス
を考えないと生徒数が減少してしまいます。

　このままでは全てが単学級になってしまいますが、単学級でも学校を残していきたい
と考えています。しかし、人口減少が進展するのであれば更なる統合も検討せざるを
得ない状況です。北条高校のクラス数は県教委が決めることなので難しいですが、高
校側は頑張って魅力ある学校にしようとしています。一方、他市で交通機関の補助金
を出しても生徒数増加につながっていないこともあります。

教育委員会

20

　学校の跡地利用について、公共施設の管理計画の関係上、施設は譲
渡という考え方であると思いますが、民間が全部活用したいという場合、
プロポーザルでそういった事業が優先されてしまうのか、その場合でも地
域の要望は反映されるのか確認をさせてください。
　また、体育館は地域の施設として残していただくとともに、空調やトイレ
の整備を引き続きお願いします。

　地域の要望を優先させていただきます。体育館は避難所となっておりますので、空調
整備は進めてまいります。

政策部
建設部

　＜総合運動公園＞

　＜学校跡地活用について＞
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21
　農免道路について、新中学校建設と並行し整備をお願いします。大型ト
ラックの走行も多くあり、児童の交通事故だけはないように考えていいた
だきたいと思います。

　新中学校までの通学路について、主要となるのは県道であります。県道につきまして
は、兵庫県に対し、整備を検討していただきたいと要望しております。特に北条高校交
差点周辺や県道三木宍粟線、県道玉野倉谷線を中心に整備できればと考えておりま
す。

建設部

22

　道路修繕事業について、北条地区へは2000万円程度の修繕要望に対
応してもらえるとのことですが、要望全てに対応するには、今のままでは
10年程度かかると見込まれます。道路修繕の要望に対して予算が不足し
ていると感じます。

　令和5年度から、毎年3億円の予算を確保して取り組んでいますが、修繕が必要とさ
れる全ての個所に対応できていないことは認識しています。今後、地域の要望に対し
て早期に対応できるよう、予算や職員体制などの充実を検討します。

建設部

23
　生活道路整備補助金について、予算を超過した要望があった場合は、
翌年度に補助を受けることは可能ですか。

　年度内での予算補正を行い、事業の実施を目指します。 建設部

24
　地域づくり協議会の活動について専任の地域担当職員を配置すると前
回のタウンミーティングで言われていましたが進捗はありますでしょうか。

　専任職員の配置に向け市全体で考えていますが、実現には至っていません。各団体
の意見を伺いながら考えていきます。

地域部

25

　地域づくり協議会の善防山活用部会が登山道整備をしているが、高齢
化もあり危険です。市外からのハイカーも多く、市で整備してもらえないで
しょうか。
　また、提案として市民参加型イベントの山岳マラソンを実施してはどうで
しょうか。

　頂いたご提案を踏まえ、協議します。 地域部

26
　今年、民生委員の交代でありますが、人選に難航しています。総会や研
修を頻繁に行っており、現在働かれている人にとっては負担になりますの
で、総会や研修の開催を休日に実施するように検討してほしいです。

　民生委員の人選に苦慮されていることは十分に承知しています。全国的に民生委員
が充足してない状況であり、負担軽減についてお願いしておきます。

福祉部

　＜その他、市政全般について＞
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27
　集会場設置事業補助金を活用して、集会所の照明をLED化するのは可
能でしょうか。

　LED化に係る費用の1/3が補助対象となります。なお、改修については事前に要望調
査を行います。

地域部

28

　アスティアかさいのコープが閉店し不便になっています。キーテナントの
撤退は商業ビルとして死活問題と考えますが、引き続き商業ビルとして存
続するのでしょうか、または全館を公共施設として運用されるのでしょう
か。
　また、アスティアかさいの活性化に向けた事業を進める中心はどこにな
りますか。

　アスティアかさいは商業ビルとして存続させてまいります。3月議会において、商業施
設が新規参入しやすくなるよう制度の拡充をしています。
　また、コープの敷地はコープ所有であり、活用方針の決定はコープが決められること
となりますが、アスティアかさい全体については、加西北条都市開発が市と一体となり
取り組んでまいります。

産業部

29
　線引き廃止に伴い、企業誘致を進めてほしいです。その際、物流倉庫等
でなく雇用を生み出せる本社機能を有する企業を誘致し、女性が正規で
働ける場を確保してほしいです。

　特定の企業誘致は大変難しく、産業団地の立地条件から物流関係が多くなっていま
す。雇用を確保できる製造業など各方面への誘致活動に努めていきます。

産業部

30
　下里地区にはコンビニが2店舗あるのみで、食品スーパーをはじめ商業
施設がありません。商業施設の誘致について進めていただきたいです。

　国道372号バイパスの整備とあわせて民間の力を借りながら進めていきたいと考えて
います。

建設部

31

　産業団地の整備や住宅開発を行うことで発展する地区は限定的であ
り、その他の地区では空き家の増加や人口減少が止まりません。
　また、地域の団体は昭和に創設された組織が多く、高齢化・少子化が進
んでおり危機的状況ですが、こうした組織のあり方に関して、市として何
か方向性を示していただけませんか。

　全ての地区に発展していただきたいという思いですが、開発できる地区は限られてお
り、なかなか困難な状況であることはご理解いただけているのではないでしょうか。
　地域の組織については全国的にも難しい課題となっており、行政としても非常に大き
な課題であるという認識です。団体の方々と意見交換を重ねて組織の運営方法の検
討や負担軽減を進め、良い方向を探っていきたいと考えます。
　併せて、今後はこうした課題を一つの自治会でなく、地区全体の課題として、自治会
や各種団体、ふるさと創造会議等が連携・協働し、より大きな枠組みの中で地域課題
に取り組んでいく必要があると考えます。

政策部
地域部

32
　草刈り支援について農会や自治会への農機具支援が必要ではないか
と考えます。

　農業支援としては、大規模化の関係から、農業法人への支援が中心となっています
が、加西市独自の支援について考えていきます。

産業部
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33
　耕作放棄地をはじめ農地を宅地に転用することで地域の発展につなが
ると考えますが、なぜ転用が進まないのでしょうか。

　農地は、農地法により転用等の制限が行われていることから、容易に宅地化すること
が難しい状況です。

農業委員会

34 　下水道管の老朽化について加西市の状況を教えてください。
　設置後30年が経過しています。小野市黍田へ繋がっている幹線についてカメラを入
れて調査しています。老朽化が見つかった南部分については修理を実施しています。
今後も調査を継続します。

環境部

35
　線引き廃止により、市街化調整区域がなくなることで税負担が増えるの
ではないでしょうか。

　今回の線引き廃止によって、固定資産税が直接上昇することはありません。 市民部

36
　仲介を含む外国人の土地取得について、法や地域を無視した開発に繋
がっているため、規制を強化するなど対策をしてほしいです。

　現在、日本では外国人の土地取得を制限することはできません。ただし、3000㎡以
上の開発の場合は、条例に基づく地元意見などで無秩序な開発を防ぐことはできま
す。一方、土地造成のみでは対象とならず、県と協議しながら新たな規制も検討してい
く必要があります。

建設部

37

　あったか推進のつどい開催補助金について、敬老事業の対象となる高
齢者の実態把握など、区長の労力は多大であるが、その割に高齢者から
は喜ばれていません。。
　敬老事業は物を配布するとかではなく、高齢者の移動の問題に対応す
るタクシーチケットの配布など事業内容を転換するべきではないでしょう
か。

　あったか推進のつどいは、高齢者との交流を推進することを事業の主目的としていま
す。今般の見直しは、交流事業の有無で対象者に渡す記念品の額にまで差を設ける
べきでないと判断し、増額したものです。
　高齢者の足の確保については、免許返納時にタクシーチケットをお配りしています
が、利用が進んでいないところです。当該制度につきましては、調査検討をおこない、
実効性のあるものにできるよう検討してまいります。

福祉部

38
　地域伝統文化保存維持活動補助金について、予定の団体数が5団体と
なっているが、もし5団体以上の応募があった場合はどのように対応にな
る予定でしょうか。

補正予算を組み、対応できればと考えています。 教育委員会
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39

　北条町東南に整備予定の住宅団地について、区画数はどの程度を見
込まれていますか。また官民連携で実施されるとのことですが、用地買
収・宅地造成は民間での実施予定ですか。また、民間での実施の場合、
実施事業者の見込みはありますか。

　現在、図面も作成できていない状況ですが、面積を踏まえると100戸程度です。本事
業は、民間資本で実施しますが、踏切移設やアクセス道路は市の負担で実施する予
定です。なお、実施事業者の見込みは立てております。

建設部

40
　タウンミーティングの開催についてホームページ等で事前告知がなされ
ていませんでした。若い世代が参加できるタウンミーティングにしてほしい
です。

　今後色々な方面で意見を聞けるような場を作っていきたいと思います。 総務部
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